
故
本
會
評
議
員
交
學
博
士
時
野
谷
常
三
郎
先
生
省
像





紹
　
介
・
奨
報

笙
一
＋
尺
巻
第
二
號

九
四

大
臣
入
唐
懸
詞
」
止
「
フ
リ
ー
ア
讃
廓
の
地
曳
縁
起
」
と
に
關
す
る
も
の
で
我

が
繍
巻
物
の
町
史
ゆ
爾
者
の
占
む
べ
き
位
羅
や
繍
巷
と
し
て
の
構
威
、
氣
絡

が
問
題
と
せ
ら
れ
、
最
後
の
二
編
で
は
絢
燗
た
る
光
悦
の
色
紙
と
宗
達
、
光

琳
の
松
島
旧
風
と
が
論
ぜ
ら
れ
て
る
る
。

　
も
と
よ
り
著
蔚
は
棄
洋
美
術
研
究
に
根
幹
と
な
る
べ
く
し
て
見
逃
す
べ
か

ら
ざ
る
確
實
費
貢
な
作
品
を
正
し
く
把
握
し
之
を
傳
へ
ん
と
の
意
圃
の
も
と

に
考
讃
も
又
読
唱
を
期
し
て
多
大
の
努
力
を
梯
は
れ
て
る
る
。
そ
し
て
今
か

　
』
る
希
見
の
畳
重
硫
資
料
が
公
刊
せ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
我
々
の
も
つ
幸

輻
は
雷
ふ
に
及
ば
ず
、
誰
彼
の
「
吉
備
大
臣
入
唐
縮
詞
」
が
ア
メ
リ
カ
に
流
出

し
た
際
、
彼
我
國
交
の
緊
張
の
折
柄
に
も
か
し
は
ら
ず
彼
の
國
土
で
人
氣
を

集
め
た
螂
實
を
聞
く
時
、
そ
こ
に
我
々
は
偉
大
な
る
藝
術
の
も
つ
大
い
な
る

力
と
意
義
と
を
思
ふ
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
今
の
時
に
於
け
る
こ
の
書
の
企
て

ヂ
の
意
昧
に
も
思
ひ
及
ぶ
次
第
で
あ
る
。
（
座
右
實
刊
行
會
護
行
臥
菊
薄
樺
・
木

交
二
鑑
四
頁
・
挿
圃
三
八
・
別
珊
國
版
五
五
・
定
債
四
拾
聞
）
（
岡
田
芳
三

郎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亭

彙

、
　
尺

　
註
帯

汰
ム
留
評
議
員
時
野
谷
常
三
郎
博
士
計

　
木
會
評
議
員
文
學
博
士
時
野
谷
常
三
郎
氏
は
」
昨
年
十
二
月
華
甲
の
毒
を

迎
へ
ら
れ
、
以
後
洛
北
北
白
川
に
悠
々
冑
適
の
生
活
を
邊
っ
て
屠
ら
れ
た
が

昨
年
十
二
月
二
十
一
貝
午
前
九
時
潅
然
と
し
て
長
癒
せ
ら
れ
た
。
國
家
の
前

途
蕉
に
多
事
な
る
今
日
博
士
の
如
き
屡
徳
の
土
を
失
ふ
事
は
痛
惜
の
極
み
と

云
ふ
堅
く
、
こ
」
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
術
、
．
葬
儀
は
二
十
四
日
、
天
寧
寺
に
於
て
、
多
歎
の
名
士
の
勢
列
裡
に
…
蔽

粛
に
執
り
行
は
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
，
　
w

　
　
　
哀
　
　
　
　
．
講

三
二
評
議
員
文
學
博
士
暗
野
谷
常
三
郎
君
、
継
疾
詮
損
ヲ
蒙
ラ
ズ
、
潅
焉

　
ト
シ
テ
卒
去
セ
ラ
ル
。
寒
二
痛
惜
ノ
情
二
堪
ヘ
ズ
。
鴬
が
昭
和
八
年
＋
一

　
月
以
還
、
時
二
編
纂
主
任
ト
シ
テ
、
或
ハ
庶
務
會
計
説
任
ト
シ
テ
、
本
會

　
ノ
獲
展
ノ
爲
二
盤
影
野
ラ
レ
タ
ル
功
績
ハ
ハ
命
習
貝
一
同
ノ
深
ク
感
露
顕
鳴
闘
謝
ス

　
ル
灰
、
・
今
闘
終
焉
ノ
備
幽
ノ
舞
ハ
ル
ル
ニ
若
田
リ
、
薦
曲
搬
旧
型
一
否
以
テ
恥
深
厚
ナ
ル
・

　
山
妖
悼
一
ノ
梱
衷
ヲ
致
シ
、
冥
府
一
巌
於
ケ
ル
無
…
邊
ノ
…
勝
…
鵬
ヲ
獲
ラ
レ
ソ
コ
ト
ヲ

　
断
ル
。

　
　
昭
利
十
七
年
十
二
月
二
十
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
帝
國
大
學
文
墨
部
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
學
研
究
會

明
治
十

同
　
四

同
、

時
野
谷
常
三
郎
博
士
略
歴

四
年
十
二
月
二
十
七
日

十
年
七
月
十
蝋
日

　
年
十
月
二
十
五
日

　
　
　
、

出
生

東
京
帝
國
大
學
交
科
大
屡
褒
學
科
卒
業
ド

任
陸
軍
教
撰

叙
高
等
官
七
等

十
二
級
俸
下
賜

陸
軍
中
央
幼
年
撃
校
附
ヲ
命
ス

（　・2？O　）



同同同大岡同同
　　　正
　　　　四四
八　六三十十
　　　　三賦匹i
年年年年年年卑
四六……士三士士

月月月月月月月

奥詰＋杢扁夫＋

日日iヨ日日日H

同同同．岡岡　岡岡同圃同同同同

　　　一切十
　　　四薫彙　年年年年年
　五四四九士
　月月月月月
　十＝：＝：ご＝＝

報4拡去
　H日B臼日

十、十　十九

年年年年年年年年
ご三＿＋六入士＋

月月月月月月月月
＝二三＝二＝二　三＝：御

澄主＋究九＋宅八

日縫日経H鴇M‘ 冝f

r叙
從
七
位

陞
叙
｛
尚
等
官
山
ハ
雄
守

叙
正
七
位

＋
一
級
俸
下
賜

叙
從
六
位

陞
叙
高
等
窟
覧
等

任
奈
良
女
子
高
等
師
籟
撃
校
敏
拶

叙
高
等
官
五
等

八
級
俸
下
賜

陞
叙
高
等
宮
四
等

叙
正
六
位

叙
噺
製
ハ
等
漁
欄
裂
出
単

七
級
俸
當
分
斌
千
百
五
拾
圓
下
賜

陞
叙
高
等
官
三
等

叙
從
五
位

七
級
俸
下
賜

兼
任
大
阪
高
等
學
校
敏
授

高
高
鷺
宮
三
等

六
級
俸
下
賜
　
　
・

晶
群
五
等
授
瑞
喪
章

冤
兼
官
　
．

八
級
俸
下
賜

宮
任
京
都
蒋
國
大
上
助
平
授

同同岡同昭同　同
　　　　和
入　 EZiT．四三三十

　　　　　鑑
年年年年年年　年
if，：こ：1－Eif．無毒三＋

月月月月月月　月
十　　＝二　：＝二　十
＿六；十　十
　　　ヨ叢　一
HN臼日　 H　 日

同同同岡同同同同同

　
年
五
月
ご
士
百

十
…
年
二
月
四
日

　
．
r
年
六
月
　
一
　
日

十
二
年
五
月
十
五
目

　
年
十
月
七
日

＋
三
年
七
月
扁
厨

　
年
十
吋
一
月
　
　
六
　
　
残

　
年
十
ご
舗
設
　
口
囚

＋
四
年
が
月
二
＋
七
田

　
　
　
第
二
＋
八
巻

　
叙
高
等
官
三
等

　
交
畢
蔀
勤
務
ヲ
命
ス

　
西
洋
史
及
腿
史
教
授
法
研
究
ノ
爲
満
二

　
高
閣
羅
蜘
逸
國
へ
在
留
ヲ
＾
盆
ス

　
幽
獲

　
欝
學
r
　
　
　
、
　
・

　
隔
離
地
理
墨
第
三
講
座
携
任
ヲ
命
ス

　
叙
從
四
位

　
叙
鋤
四
等
授
瑞
饗
章

　
任
京
都
国
譲
大
學
教
授

　
叙
高
等
官
二
等

　
字
書
俸
薫
辛
俸

　
文
鳳
蔀
勤
務
ヲ
命
ス

　
史
學
地
理
鍛
第
三
講
座
搬
任
ヲ
命
ス

　
授
交
學
二
士

　
叙
鋤
…
二
等
授
瑞
實
章

　
賜
本
俸
四
級
俸

　
叙
正
四
位
　
　
　
　
‘
　
、

　
京
都
帝
園
大
累
評
議
員
ヲ
命
ス
、
、
ゴ

　
陞
叙
高
等
宮
一
等

　
南
洋
群
下
馴
へ
日
岡
獲
ヲ
ム
椰
ス
ヒ

　
撮
獲

　
騰
學

三
二
號
・
九
五
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同同岡岡岡同同

　
彙
　
　
　
　
報
．

　
年
＋
月
七
日
依
願
寒
黄
帝
國
大
學
評
議
員
ヲ
冤
ス

白
縄
年
獣
月
三
十
一
日
賜
木
鐸
三
級
俸

　
年
十
－
一
月
　
　
十
　
　
日
　
　
紀
　
兀
二
千
山
ハ
｝
日
魔
＋
訓
親
甑
ハ
記
A
芯
購
県
授
興

し
T
七
年
一
月
二
十
八
臼
　
賜
本
俸
一
級
俸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
年
頃
月
二
十
入
日
　
俵
願
冤
木
宮
　
　
　
　
　
　
・

　
年
一
月
二
十
九
撰
」
職
務
勉
鋤
日
付
爲
北
ハ
賞
金
四
千
圓
給
典

　
俸
二
月
二
十
日
　
叙
從
厳
位

　
　
　
　
　
　
　
　
特
斤
ヲ
以
テ
位
一
級
聖
心

　
　
ザ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
〕
、

　
　
　
　
時
野
谷
搏
士
著
作
昌
録

　
　
0
軍
　
　
行
　
本

　
　
〔
懲
　
　
名
）

　
バ
ル
カ
ン
の
風
雲
（
ア
カ
ギ
叢
再
）

験
爾
と
講
和
の
廃
史

最
近
糞
界
史
の
大
艘

明
治
時
代
（
撹
本
文
化
史
叢
書
）

欧
洲
史
蹟
磯

史
籍
解
題
下
ハ
西
洋
史
講
座
）

第
t
入
世
紀
史
（
西
洋
史
講
座
）

誠

現
代
の
世
界
史
（
現
代
史
墨
大
系
、
第
十
四
雀
）
八
、

明
治
時
代
史
（
大
日
本
史
講
座
、
第
十
雀
）
　
九
、

新
編
中
等
西
洋
更
（
甲
乙
併
用
）

薪
編
巾
等
西
洋
史
教
授
史
料

　　　　　　　　　　十十十　　月
1遜窺　　ブし　　三三…　……三　7kこ　一一　　一　　＝＝：　＝タし　　）

九
、
十
二

〔
擾
行
駈
）

赤
城
疋
臓

・
富
山
房

一
　
暫
甲
く
　

ト
f
　
4
・
ε

［
コ
匿
’
計
1
「
－

三三三三宏Jl…多1ξ走∬三爵｛il’u大

　　　　　　　　　ま牲
省省1－Ei立1工i山li；鐙
　　　　　　　　　じゴヨ
葦諸袖ヒ屠1誰L「1・｛1爆jJs｝il組

　
　
　
　
　
第
二
十
八
巷
　
第
二
號

國
史
精
髄
（
現
代
篇
×
鰺
史
教
育
講
座
）

萌
治
時
代
（
日
三
新
権
化
史
第
十
二
巻
）

　
・
o
論
　
　
内
　
丈

　
〔
題
・
　
目
〕

下
野
小
時
の
臨

タ
ン
ネ
ツ
ベ
ル
ヒ
の
騰
咽
に
紬
総
て
　
　
同

史
上
に
現
は
れ
た
る
ラ
イ
ン
河
　
　
同

一卜

七十
　”　　ブ1、

：：・1・　ハ

内

外

出

版

四

海

書

湧

　　　縞

醐麟
　　地・1聡

　　理u

　　明
　　轟ム　　　ロ　　禦獲
撚集

八七十月
へ　　へ　の　しノ

　　ート
ー六’一・

マ
ー
ル
ボ
ー
」
公
を
中
心
と
せ
る
爽
國
政
…
界
の
推
移

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
腿
．
史
と
地
理

ア
ク
バ
ル
大
帝
と
ジ
ス
イ
ト
教
徒
　
同

北
シ
レ
ス
ウ
イ
ヒ
に
行
へ
る
猫
逸
の
同
化
政
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

モ
ソ
ー
2
i
主
酷
城
宣
布
三
時
に
於
け
る
砺
臥
洲
㎝
．
諸
…
圏
の
外
角
父

　
　
．
　
、
・
　
　
　
　
　
雁
史
地
理
・

フ
ラ
ン
ス
火
革
命
と
猶
太
入
の
解
放

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歴
史
と
地
理

ン
k

七

九
　1

三圧

F　十
N h

」
＝

四四三Bl

十
八
世
紀
に
於
け
る
英
國
の
面
隠
政
策
に
現
れ
た
る
雷
薪
患
愁
（
一
、
コ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
鳳
甲
鷲
勲
鱒
　
　
　
　
　
　
志
一
瓢
、
閑
麗
・
七

ビ
ス
マ
ル
ク
の
信
仰
と
交
化
圓
爾
　
史
　
　
林
　
　
　
　
　
　
｝
四
、
　
］

印
度
に
於
け
る
聖
…
ト
マ
ス
布
教
傳
説
の
東
重
交
通
更
上
に
及
ぼ
せ
る
影
響

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
門
訴
誌
　
　
昭
和
元
、
＋
二
、

一
入
六
六
年
六
月
十
二
日
嫁
ハ
佛
鰹
約
に
閥
す
る
一
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
　
林
　
　
　
　
既
、
四
．

（L）L）2））



馳
近
代
建
國
史
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
界
興
亡
史
論
第
十
雀
　
流
、
　
九

認
ヅ
ス
ー
ト
の
政
治
思
想
　
　
　
　
史
　
　
林
　
　
　
　
　
　
六
、
　
十

明
治
初
年
に
於
け
る
目
綱
蜘
交
渉
の
霊
嗣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旛
史
と
地
理
　
　
　
　
　
　
七
、
　
一

就
目
嫁
ハ
戦
役
膵
田
縛
ビ
ス
マ
ル
ク
の
パ
外
轟
父
締
収
策
に
及
ぼ
せ
る
プ
ロ
シ
ャ
雪
国

の
影
響
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
　
　
林
　
　
　
　
　
　
七
、
　
十

．
シ
ュ
ヴ
イ
ッ
傭
…
兵
と
ル
ッ
ェ
ル
ソ
　
雁
史
公
論
　
　
　
　
　
　
八
、
　
三

ア
ン
ボ
イ
ナ
膜
聡
殺
事
端
　
に
帽
撹
は
れ
た
田
太
甲
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歴
史
と
地
理
　
　
　
入
、
八

ビ
ア
リ
ッ
ッ
窃
議
の
眞
相
に
就
い
て
史
墨
難
誌
　
　
　
　
　
　
八
、
　
卜

杉
本
墨
土
へ
の
御
挨
拶
（
拙
稿
ア
ソ
ボ
イ
ナ
虐
…
殺
事
件
に
現
は
れ
た
日

本
人
に
回
し
て
）
　
　
　
　
　
　
　
傭
史
と
地
理

謬
論
．
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
原
石
・
箪
命
の
勃
獲
と
瀧
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
領
文
化
史
大
系
第
十
職
巻

総
説
．
ウ
ィ
ー
ン
會
議
　
　
同
　
　
　
　
第
＋
六
巻

総
説
．
1
3
イ
ッ
統
　
　
・
岡
　
　
　
　
第
＋
七
巻

ポ
ー
ラ
ン
ド
、
澹
革
と
現
状

　
、
糠
界
地
礫
風
俗
大
系
、
波
・
猫
・
由
・
和
縮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

「
ア
ル
ソ
ト
漂
浪
紀
」
の
史
料
的
債
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
　
　
林

八
、
十
二

十九九　ヘ　　　　　ヘ　　　　へ

ト十
　　　二ごIJLI

十
　N

二

十
一
、
　
一

英
…
圏
側
か
ら
見
た
フ
、
ラ
ン
ス
総
裁
政
府
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
侵
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
　
　
林
　
　
　
　
　
十
二
、

　
　
　
　
　
奨
　
　
　
　
　
報

四

r

「
溜
腱
」
の
腰
史
的
意
義
　
　
　
　
　
腿
史
一
教
次
円
　
　
　
十
二
、
四
・
五
・
七

験
争
と
文
化
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
　
　
　
　
　
　
　
牽
二
、
十
一

イ
ギ
リ
ス
の
即
度
纏
螢
叉
清
代
ア
ジ
ア
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
界
交
化
史
大
系
第
十
九
巻
　
十
ヨ
、
　
九

ハ
ル
リ
ー
・
フ
宇
ソ
・
ア
ル
晶
ム
の
罪
r
案
と
ビ
ス
マ
ル
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
墨
雑
誌

第
一
回
田
英
同
盟
の
成
立
と
ド
イ
ツ
帝
附

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
函
交
渉
史
論

オ
ラ
ン
ダ
の
三
洋
蔓
略
に
つ
い
て
　
雁
史
教
育

明
治
開
化
期
の
雁
史
思
想
　
　
　
　
膳
史
理
論
の
構
成

十

月

十

1
ヨ

　月

）

一

三

禽

士
嵩
、
「
○

軌卜十十
六匹1四

N　 l　 s

　O蹴

　
例
愈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
七
時
よ
り
樂
友
三
三
第
一
號
室
に

於
て
…
開
催
、
折
か
ら
東
京
よ
り
來
講
中
の
藤
井
講
師
を
中
心
に
左
の
如
き
研

究
獲
表
を
聞
き
九
時
傘
被
脅
し
た
。
出
席
者
、
西
田
教
授
以
下
二
＋
名
。

　
一
、
國
學
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
藁
圃
生
　
栴
一
算
　
　
昇
君

　
一
、
徴
兵
割
御
制
定
前
後
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
井
甚
太
鄭
賃

　
大
書
　
例
年
秋
季
に
開
催
す
る
筆
癖
會
大
営
は
種
々
の
都
合
上
篇
期
中
で

あ
っ
た
が
臆
月
十
三
目
ハ
土
）
午
後
一
博
よ
り
樂
友
會
館
講
覚
に
於
て
開
か

．
れ
泥
記
の
観
究
獲
表
が
あ
っ
て
盛
會
裡
に
午
後
六
器
閉
塾
し
た
。

　
4
　
、

N　 S

飛
良
媛
那
良
時
代
の
塔
基
三
密
に
就
い
て

風
土
記
に
於
け
る
國
の
信
念

軍
士
に
關
す
る
一
考
察

　
　
　
策
二
＋
八
巻
，
笙
議

九
七

和横毛
［E，　［Li　示辱

　
久
筑

健
一
氏

篤
憲
氏

（　9．23　）



彙
報
・
業
報

　
一
、
申
世
地
方
生
活
の
一
課
題

　
一
、
幕
末
の
政
治
思
想

　
一
、
北
京
の
お
正
月

　
一
、
慶
州
撫
王
寺
九
野
方
に
就
い
て

　
「
北
畠
下
家
と
奥
瑚
粗
壁

　
例
愈
　
三
月
四
日
（
水
）

開
催
、

研
究
獲
表
が
あ
り
九
時
傘
閉
隠
し
た
ゆ

　
一
、
密
教
史
研
究
序
説

　
一
、
蜜
町
時
代
の
茶
會
に
就
い
て

　
　
　
田
中
　
　
稔
氏

　
　
　
高
瀬
重
雄
氏

　
　
　
山
根
徳
太
郎
氏

講
師
　
東
伏
見
邦
英
氏

教
授
　
酋
田
直
二
郎
氏

　
　
　
　
　
　
　
午
後
六
時
牛
よ
り
五
友
會
館
第
六
號
壼
に
於
て

出
席
者
西
田
…
数
授
・
藤
助
教
授
・
臨
場
田
講
師
以
下
蝋
二
十
名
、
左
記
の

東
洋
更
談
話
會

三
夕
生
　
種
月
　
敬
吾
濟

　
　
　
　
堀
内
他
次
鄭
氏

　
例
魯
　
一
月
ご
十
日
（
水
）
　
午
後
三
時
よ
り
三
友
愈
館
に
於
て
開
催
。
宮

崎
助
教
授
よ
り
左
の
謙
…
演
を
聴
く
。

　
現
代
東
洋
史
の
動
向

當
日
、
国
村
助
教
授
よ
ら
以
下
學
生
並
び
に
研
究
室
、
東
方
丈
化
研
究
所
の

諸
先
輩
約
四
十
蝕
名
の
滲
集
を
裡
…
て
す
こ
ぶ
る
盛
曾
で
あ
っ
た
。

　
　
　
西
洋
史
護
書
奮
　
　
　
，

　
例
愈
　
昭
和
十
七
年
十
ご
月
十
臼
（
木
）
　
午
後
六
時
よ
り
樂
田
螺
館
に
て

開
催
。
原
敏
授
、
鈴
木
助
教
擾
、
岡
島
、
弁
口
、
串
山
、
前
川
の
昏
講
師
を
・

始
め
参
愈
者
二
十
一
名
。

　
扁
、
ロ
シ
ア
農
奴
の
解
放
に
つ
い
て
　
　
二
園
生
川
上
　
蓬
雄
欝

第
二
十
八
磐
　
第
二
號

地
理
學
談
話
轡

九
八

　
三
星
　
昭
和
十
七
年
十
コ
月
五
日
（
土
）
　
午
後
一
瞬
牛
よ
り
地
瑳
撃
費
留

室
に
於
て
開
催
Q
単
記
の
演
題
に
て
目
取
近
イ
タ
リ
や
留
學
よ
り
川
瀬
朝
せ
ら
れ

た
角
田
文
衛
…
氏
の
談
話
を
聞
い
た
G
第
二
次
隊
…
瀦
で
天
㎜
職
下
の
イ
タ
リ
や
並
に

ド
イ
ツ
の
國
内
情
勢
に
關
し
、
ま
た
一
般
…
隊
洲
情
勢
に
黒
し
て
、
詳
細
に
座

談
的
に
聴
取
す
る
こ
と
を
得
て
出
席
奢
の
感
銘
も
特
に
深
く
、
陽
朝
の
途
中

纒
由
せ
ら
れ
た
中
距
《
シ
ベ
リ
ヤ
の
漁
況
も
、
最
近
の
こ
と
が
判
ら
な
い
折

柄
の
こ
と
N
て
輿
趣
を
ひ
く
こ
と
多
大
な
る
も
の
が
あ
っ
．
た
。
當
日
掲
席
者

小
牧
教
擾
を
は
じ
め
二
十
一
名
。

禽

華艮
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◇
會
　
員
　
動
　
静

　
　
◇
入
　
　
禽
‘

岡
崎
市
六
供
　
岡
崎
師
範
墨
校

大
阪
府
高
槻
町
宇
五
百
住

左
京
麗
浄
土
寺
馬
場
町
一
五
六
　
酉
村
方

左
京
匿
田
中
樋
之
口
町
四
入
　
蓉
立
方

左
京
賦
田
中
樋
ノ
ロ
町
申
入
　
春
…
園
方

左
京
薩
浄
土
寺
南
田
町
九
七
　
田
中
方

下
京
慮
下
馬
場
擁
川
町
　
淺
弁
龍
耀
方

小
閏
　
一
郎
民

高
谷
重
夫
氏
、

羅
縫
耐
氏

和
申
　
一
側
灰

小
野
木
榮
藏
疑

加
藤
　
一
朗
民

慈
　
蓬
雄
氏



大
阪
市
北
薩
網
島
町
三

左
京
寵
北
白
川
上
絡
町
六
九
　
澤
弁
寧
介
方

左
京
庭
浮
土
寺
馬
陽
町
十
二
　
顧
三
方

左
京
礁
吉
田
申
大
路
内
山
三
四
　
谷
方

申
京
薩
酉
ノ
京
圓
町
職
五
　
曾
我
方

左
京
醜
浄
土
寺
眞
如
町
　
喜
蓮
院
内

左
京
薩
吉
田
中
大
路
町
三
一
ノ
ニ
七
　
撮
編
鐘

左
京
厩
北
白
川
西
町
　
洛
東
ア
パ
嘘
ト
内

」
左
瀞
阻
一
雌
北
白
川
上
終
町
晶
ハ
九
　
　
堀
聞
囲
巾
か

左
京
護
北
白
川
上
池
田
町
一
九
　
松
田
方

左
窟
瞳
一
乗
寺
堀
ノ
内
町
三
　
寺
岡
方

左
淋
阻
廿
既
漂
土
串
守
馬
場
町
，
～
　
罵
二
　
平
和
ア
パ
ー
ト

左
京
寵
潭
土
寺
南
田
町
一
五
六
　
如
意
廼
器

品
寡
匿
下
鴨
蒙
倉
町
三
九
杉
田
良
美
方

左
京
醜
北
白
川
留
分
町
四
　
須
田
方

左
京
愛
慾
…
ケ
谷
法
然
院
町
入
四
　
阿
武
方

左
京
驚
倒
白
川
上
池
田
町
鷲
○
　
三
川
二
三
方

左
京
灘
岡
崎
東
編
オ
川
町
十
番
地
　
國
枝
彌
一
郎
方

左
京
薩
田
申
高
原
町
二
七
　
秀
欄
會
内

府
軍
乙
訓
郡
五
趣
韻
学
　
長
岡
輝
塾
内

上
京
斑
上
立
資
通
寺
町
西
入
北
横
町

左
京
繊
吉
田
　
三
高
晦
由
寮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
（
以
上
二
＋
九
名

禽

灘

北
條
時
次
郎
民
　
　
下
京
難
聴
九
條
下
札
辻
町

厚森海九逼塞伊中山佐森
地　野鬼林谷藤野崎藤田

素
材
氏

幸
紀
氏

榮
氏

繁
雄
氏

慶
道
賃

浩
三
氏

　
健
疑
．

隆
雄
氏

一
隆
氏

和
幸
疑

照
彦
氏
雫

安
藤
秀
四
郎
国

管鈴河水楓赤水
練木合野　課戸

丹
二
氏

守
正
氏

泰
昌
疑

　
元
氏

一
良
氏

博
司
氏

成
志
氏

渡
邊
武
太
郎
氏

竹
田
友
三
恥

外
山
軍
治
氏
紹
介
）

　
　
◇
鯨
　
　
居

大
阪
市
葉
斑
北
濱
四
丁
隣
一
入

左
京
醜
下
鴨
泉
川
町
二

　
　
◇
死
　
　
　
曇

時
野
谷
常
ヨ
郎
疑
（
小
由
源
治
民

　
　
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
衷
し
ま
す
。

　
　
　
　
◇
鰹
町
瞼
醍
父
換
圖
壷
団

「
天
照
大
雨
の
憩
學
的
研
究
」
（
補
永
茂
助
著
）

「
イ
ギ
リ
ス
政
治
纏
濟
史
隔
（
矢
口
孝
訳
郎
著
）

、
「
嘉
喜
門
院
集
諜
解
」
（
藤
野
勝
彌
著
）

考
古
地
学
誌

國
昆
精
瀞
文
化

國
學
院
難
誌

國
語
・
國
文

題
史
論
纂

史
三
審
誌

吏
遊
と
葵
衛

「
騨
道
思
想
史
」

人
類
屡
難
誌

斯
道
交
野
報

　
　
　
　
　
営
本
　
　
蔑
氏

（
右
藤
濁
謙
二
郎
賃
紹
介
）

高
村
正
雄
氏

樂
千
代
三
鄭
二

三
ご
ノ
一
一
、
＝
∵
三
三
ノ
一
日
本
考

八
ノ
一
〇
、
一
一
・
九
ノ
一

騨
λ
ノ
一
一
、
一
二

一
ニ
ノ
ニ
∵
一
三
ノ
一
、
二

（
大
倉
邦
彦
先
生
獣
暴
論
丈
集
）
大
倉
精
融
文
化
研
究
所

五
三
ノ
一
二
、
五
四
ノ
一
　
　
史
　
　
　
畢
　
　
　
曾

＝
瓢
ノ
一
一
、
一
二
・
一
槍
ノ
一
史
興
・
美
術
同
孜
會

（
山
田
孝
離
署
）

五
七
ノ
＝
一
・
五
入
ノ
一

一
二

第
二
十
八
巻
　
第
二
號

明
世
堂
書
店

著
　
　
　
　
　
　
者

庫
央
丈
化
研
究
愈

　
　
　
　
古
學
會

國
屍
精
憩
文
化
研
究
所

國
學
院
大
畢
難
誌
部

京
都
帝
大
國
文
學
曾

斯日明
道交世

　類堂

　墨雷

康會店

九
九
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會

束暫帝示ヒ徹
洋學聡愈
講研韓學

究究；事學徒

報

一
六
ノ
一
二
・
一
七
ノ
一

ご
蝋
ノ
八
、
九
、
一
〇

一
ノ
三

二
八
ノ
ニ

七
ノ
五

「
鷹
本
古
文
化
序
説
」
（
大
揚
磐
離
署
）

長
崎
叢
談
ご
二

蒙無満・文

閑

古之蒙化

腿
史
學
研
究

歴
史
地
理

立
命
館
大
學
論
叢

九
ノ
一
一
、
一
〇
ノ
一

二
四
ノ
一

六
七
、
六
九

九
ノ
＝
一
、
一
〇
ノ
一
、
二

＝
一
ノ
一
一
、
＝
ニ
ノ
一

八
○
ノ
六
、
八
一
ノ
【

一
〇
（
歴
史
地
理
篇
3
）

馳
曾
畢
徒
紅

瀧
魯
纏
濟
史
學
會

密
國
學
土
院

京
都
葱
學
愈

東
洋
史
研
究
愈

明
糠
霊
書
店

長
綺
史
談
曾

東
北
帝
大
文
學
會

満
　
　
蒙
　
　
敵

む
か
も
の
會

善
　
隣
　
協
　
會

膳
史
墨
・
研
究
會

日
本
腿
史
地
理
學
會

立
命
飽
出
版
部

第
二
＋
八
三
第
二
號
　

一
〇
〇
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